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代
の
保
険
業
」
（
慶
應
義
塾

大
学
出
版
会
）
は
保
険
業
界

だ
け
で
な
く
、
他
大
学
の
ゼ

ミ
や
一
般
読
者
に
も
評
価
さ

れ
て
い
る
。
同
年
12
月
に

は
、
同
様
の
テ
ー
マ
で
公
開

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、

業
界
人
や
学
生
な
ど
２
０
０

人
が
参
加
し
た
。

　
慶
應
義
塾
の
名
を
冠
し
て

は
い
る
が
、
近
年
、
参
加
者

は
学
外
に
も

広
が
っ
て
い

る
。
そ
の
一

例
が
、
獨
協

大
学
経
済
学

部
の
岡
村
ゼ

ミ
。
岡
村
国

和
教
授
（
写

真
前
列
右
）

は
慶
應
義
塾

大
学
商
学
部

の
出
身
で
、

学
生
時
代
か

ら
同
学
会
に

所
属
し
、
現

在
は
ゼ
ミ
の

学
生
た
ち
と

共
に
研
究
会

　
慶
應
義
塾
保
険
学
会
は
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約

が
発
効
し
た
１
９
５
２
年
、

当
時
の
故
・
園
乾
治
商
学
部

教
授
を
理
事
長
と
し
て
設
立

さ
れ
た
。
設
立
趣
意
書
で

は
、
業
界
人
と
学
会
が
協
力

し
て
理
論
と
実
務
の
相
互
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
目
標

に
掲
げ
ら
れ
、
現
在
ま
で
慶

應
義
塾
大
学
の
卒
業
生
・
在

校
生
を
中
心
に
、
年
５
回
の

講
演
会
・
研
究
会
と
、
年
１

回
の
機
関
誌
「
保
険
研
究
」

を
発
行
し
て
い
る
。

　
３
代
目
と
な
る
現
在
の
理

事
長
は
、
商
学
部
で
保
険
学

の
教
壇
に
立
つ
堀
田
一
吉
教

授
（
写
真
前
列
中
央
）
。
堀

田
教
授
は
「
保
険
学
を
教
え

る
立
場
と
し
て
は
、
大
学
卒

業
後
の
学
生
と
の
つ
な
が
り

を
維
持
す
る
こ
と
が
重
要

だ
」
と
強
調
す
る
。
金
融
教

育
が
普
及
し
て
い
な
い
日
本

で
は
、
は
じ
め
か
ら
保
険
業

に
深
い
理
解
を
持
っ
て
入
学

す
る
学
生
は
少
な
い
。
学
生

が
保
険
の
本
質
に
興
味
を
持

ち
、
卒
業
・
就
職
し
た
後
も

大
学
と
の
交
流
を
維
持
す
る

こ
と
が
、
保
険
学
と
保
険
業

界
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
と
の
考
え
だ
。

業
界
・
産
学
の
枠
を

超
え
た
交
流
の
場

　
研
究
会
や
講
演
会
で
は
、

保
険
業
界
人
と
学
生
が
机
を

並
べ
て
専
門
家
の
講
義
を
受

け
、
積
極
的
に
質
問
し
て
い

る
。
２
０
０
２
年
以
降
は
書

籍
も
刊
行
し
て
お
り
、
昨

年
、
学
会
叢
書
第
４
巻
と
し

て
発
行
し
た
「
人
口
減
少
時
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こ
と
が
で
き
る
し
、
学
会
や

ゼ
ミ
の
輪
も
広
が
る
」
と
意

義
を
強
調
す
る
。

　
ま
た
、
商
学
部
以
外
か
ら

保
険
業
界
に
進
ん
だ
こ
と
が

き
っ
か
け
で
同
学
会
と
出
会

っ
た
卒
業
生
も
い
る
。
泉
瑞

則
昭
氏
（
写
真
後
列
右
か
ら

二
番
目
）
は
損
保
協
会
入
社

後
、
協
会
内
の
先
輩
か
ら
同

学
会
の
幹
事
を
引
き
継
ぐ
形

で
入
会
。
損
保
料
率
算
出
機

構
へ
の
転
籍
を
経
て
現
在
ま

で
、
学
術
界
や
生
保
業
界
と

の
交
流
の
場
と
し
て
生
か
し

て
き
た
。
常
務
理
事
を
務
め

る
宮
内
知
有
氏
（
写
真
前
列

左
）
は
法
学
部
出
身
で
、
東

京
海
上（
当
時
）入
社
後
に
同

学
会
に
入
会
。
１
９
９
６
年

の
保
険
業
法
改
正
時
に
、
保

険
業
界
の
経
営
環
境
な
ど
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
の
場
と

し
て
活
用
し
た
と
い
う
。

　
保
険
業
界
だ
け
で
な
く
、

周
辺
業
界
で
働
く
会
員
も
少

な
く
な
い
。
横
山
修
三
氏

（
写
真
後
列
左
）
は
、
生
保

会
社
在
籍
時
に
保
険
学
会
に

入
会
し
、
会
社
の
破
た
ん
後

も
生
保
時
代
の
知
識
を
生
か

し
て
不
動
産
関
係
の
事
業
に

従
事
し
な
が
ら
、
学
会
の
常

務
理
事
と
し
て
活
動
を
続
け

て
い
る
。
白
瀧
弘
氏
（
写
真

後
列
右
）
は
、
生
保
会
社
か

ら
子
会
社
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
に
出
向
し
、
健
康
増
進
の

視
点
か
ら
保
険
業
界
と
か
か

わ
っ
て
い
る
。
学
生
だ
け
で

な
く
業
界
人
に
と
っ
て
も
、

会
社
や
生
損
保
の
壁
を
越
え

た
交
流
の
場
と
な
っ
て
い

る
。

〝
三
田
保
険
学
〟

発
、世
界
へ

　
堀
田
教
授
や
岡
本
教
授
を

は
じ
め
、
現
在
、
全
国
各
地

の
大
学
で
保
険
学
の
教
壇
に

立
つ
教
員
の
中
に
は
、
慶
應

大
学
で
第
２
代
理
事
長
を
務

め
た
故
・
庭
田
範
秋
教
授
の

影
響
を
受
け
て
い
る
人
が
少

な
く
な
い
。

　
愛
知
学
院
大
学
で
現
代
社

会
に
お
け
る
リ
ス
ク
と
そ
の

対
応
を
中
心
に
教
え
て
い
る

田
畑
康
人
教
授
は
、
庭
田
教

授
の
直
接
の
門
下
生
。
危
険

選
択
や
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
を
専
門
と
す
る
拓
殖
大

学
商
学
部
の
宮
地
朋
果
准
教

授
は
、
庭
田
教
授
と
と
も
に

保
険
学
の
教
壇
に
立
っ
た
前

川
寬
教
授
の
門
下
生
で
、
後

に
堀
田
教
授
の
教
え
も
受
け

て
い
る
。
〝
三
田
保
険
学
〟

の
人
脈
が
全
国
の
大
学
で
活

躍
し
て
い
る
こ
と
を
生
か

し
、
今
後
は
こ
う
し
た
他
大

学
の
学
生
の
参
加
推
進
や
、

地
方
で
の
講
演
会
も
検
討
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
会
員
の
多
く
が
保

険
会
社
で
海
外
勤
務
を
経
験

し
て
い
る
関
係
か
ら
、
国
際

的
な
人
脈
を
広
げ
た
い
考
え

も
あ
る
。
常
務
理
事
を
務
め

る
上
田
進
朗
氏
（
写
真
後
列

左
か
ら
二
番
目
）
は
、
明
治

生
命
（
当
時
）
在
籍
中
の
海

外
勤
務
で
培
っ
た
人
脈
を
生

か
し
、
韓
国
・
教
保
生
命
の

賛
助
会
員
参
加
を
実
現
さ
せ

た
。
教
保
生
命
東
京
駐
在
事

務
所
の
元
亨
奎
所
長
は
、
前

川
ゼ
ミ
の
出
身
で
も
あ
る
。

上
田
氏
は
「
韓
国
や
中
国

（
上
海
）
の
生
保
に
は
営
業

職
員
制
度
な
ど
、
日
本
の
保

険
業
界
と
の
共
通
点
が
あ
る

一
方
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
異
も

あ
る
。
学
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
さ
ら
に
広
げ
、
意
見
交

換
を
深
め
る
こ
と
が
、
日
本

の
保
険
業
界
の
発
展
に
も
寄

与
す
る
は
ず
だ
」
と
強
調
す

る
。

　
同
学
会
は
８
月
31
日
に

「
保
険
研
究
」
第
64
集
を
発

行
。
９
月
27
日
に
今
年
度
最

初
の
研
究
会
を
行
う
予
定

だ
。

に
参
加
し
て
い
る
。
学
生
た

ち
に
と
っ
て
は
、
普
段
な
か

な
か
会
う
機
会
の
な
い
社
会

人
と
積
極
的
に
意
見
交
換
を

す
る
場
と
な
っ
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
そ
の
後
の
交
流
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い

う
。
岡
村
教
授
は
「
保
険
は

総
合
科
学
。
学
生
が
自
分
の

ス
タ
ン
ス
で
保
険
に
対
し
て

考
え
を
深
め
る
こ
と
が
大
切

で
、
学
生
の
う
ち
か
ら
Ｏ
Ｂ

や
社
会
人
と
積
極
的
に
交
流

す
る
こ
と
で
、
卒
業
後
の
進

路
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
で

得
た
経
験
や
知
識
を
生
か
す

堀田教授（前列中央）と学会運営スタッフ

昨年の講演会

　
慶
應
義
塾
保
険
学
会
は
今
年
、
創
立
60
周
年
を
迎
え
る
。
日
本
に
保
険
を
紹
介
し
た
福
沢
諭
吉
が
設
立
し
た
慶
應
義

塾
大
学
は
長
年
に
わ
た
っ
て
多
く
の
保
険
業
界
人
を
輩
出
し
て
お
り
、
同
学
会
は
業
界
人
と
学
者
、
現
役
学
生
の
交
流

の
場
と
し
て
独
自
の
地
位
を
築
い
て
き
た
。
保
険
学
教
育
の
衰
退
と
保
険
業
界
の
厳
し
い
事
業
環
境
が
指
摘
さ
れ
る
中

で
、
１
大
学
を
母
体
と
す
る
団
体
が
ど
こ
ま
で
貢
献
で
き
る
の
か
。
運
営
ス
タ
ッ
フ
に
聞
い
た
。

学
生
と
業
界
人
の
交
流
の
場
に

今
年
で
創
立
60
周
年
を
迎
え
る

産
学
、地
域
の
枠
超
え
た
連
携
目
指
す


